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  １    次の計算をしましょう。 
 
    （１）１００÷３０         （２）６５０÷８０  
 
                    （ ３あまり１０）                  （ ８あまり１０）    
    （３）２６０÷７０         （４）９３０÷９０  
 
                    （ ３あまり５０）                  （１０あまり３０）  
 

わられる数とわる数を１０でわったわり算で，あまりが出たときは，そのあまりに１０をかけた数が，もと

のわり算のあまりになります。 
 
  ２    次の計算をしましょう。 
 
    （１）                             （２） 
 
 
 
 
                    （   ２９   ）                  （１０あまり２２）  
 
    （３）               （４） 
 
 
 
 
 
                    （   ２０   ）                  （１０あまり２００）  
 
わられる数とわる数を１００でわったわり算で，あまりが出たときは，そのあまりに１００をかけた数が，

もとのわり算のあまりになります。 
 

  ３    ちえこさんの学校では
きゆうしよく

給 食があり，１５回に１回，ヨーグルトが出ます。１年 

 
   間の給食の回数が２００回だとすると，１年間にヨーグルトは何回出ますか。 
 
     ＜式＞ 

２００÷１５＝１３あまり５ 
 
 
 
 
 
                                                   ＜答え＞（   １３   回） 
 
 

 



   ※Ｈ17宮城県学習状況調査問題 
  ４ ある数を１２でわったら，商が１６であまりは５になりました。ある数はいくつで  

すか。 
      
    １２ × １６ ＋ ５ ＝ １９７ 
 
 
 
                                                     ＜答え＞（  １９７  ） 

わり算の式で考えます。□÷１２＝１６あまり５ 
わる数×商＋あまり＝わられる数  

    １２ × １６ ＋ ５ ＝ １９７ としてある数をもとめます。 
 
   ※Ｈ18宮城県学習状況調査問題 
  ５   わり算のきまりを使うと，商が同じになる式をつくることができます。 
 
  下の ア  には×または÷の記号を， イ  ， ウ  には数を入れて， 
    
    商が同じになる式をつくりましょう。 
 
 
 
 
              
 
             ア (   ÷   ） 
 
             イ（   ５   ） 
 
                            ウ（  １０   ） 
 
 
 
 
 
      わる数とわられる数を同じ数でわっても商は変わりません。 

３５０を５でわっているので５０も５でわります。 
５０を５でわると１０となり，７０÷１０＝７ 
３５０÷５０＝７と答えは同じになります。 

 
  ３５０ ÷ ５０ ＝ ■ 
 

      ÷５        ア   イ       等しい 

 
  ７０    ÷   ウ  ＝ ■ 


